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で,Gは逆格子点ベク トルで,ネール点払 TN-2J(G)S(S+1)/(3kB)で与え

られる｡なお(4)の積分は第 1ブ リルアンゾーンの中で行 う｡この結果を用いて fcc反強

磁性合金 coMnのTN以上における散漫散乱 (中性子回折 )から7niiとJiJを求めたO

最後に,二三の問題点をとりあげたo④ vijや Jiiをより正しく評価するために払 平

均場 より高い統計近似が必要であるO④磁気散乱においては,Sz成分のみ (Ising模型 )

でなくⅩ-, y-成分の効果 も加味する必要がある｡④磁性合金においては,両効果の相

関についての表現式が必要 となろう｡

競合する異方性をもつ磁性混晶

東北大 工 応物 猪苗代 盛

容易軸の異なる反強磁性体 NiCeZ･6H20とCoCeZ･6H20の混晶において,磁気

構造がどうなるかという問題は,ランダム系における競合する相互作用の一つの典型的

な問題であるO竹田,松浦,長谷田のNixCol_x･6H20に関する実験1)でrNの濃度

依存性に異常があることが指摘 された｡松原 (史 )と筆者は平均場理論で,単純化

された異方性混晶を取扱い,中間の濃度領域で HobliqueantiferromagnetH(OAF)相が

あらわれることを示 した2)O-方renormalizationtheoryの方から,oicriticalpoint,tetrac-

riticalpointでは相境界が按線的に特異点で会合するという結果が出されている3)0Aha-

rony& Fishman4)は,磁性混晶では事情が異なることを主張 し,特に異方性磁気混晶の

場合に,次のHamiltonian

gニー∑ tJilSi･SJ+Dii〔TnPsiJ･Sii+7n盲1S2i･S2i〕)<ij>
(β ii>0とく 0が randomに分布 )

から出発 し,温度一濃度平面における相境界が単に直線的に交差するという結果をえて

いる｡renormalizationtheoryのテス トとして, tetracriticalpoint付近の相境界の形が,

実験的にも,シミュレーションとしてもその検証が非常に興味がもたれている4)｡ Rare
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ランダムスピン系の相転移

Ear仙混晶について相境界の問題は,異種原子間の相互作用の問題 と関連 して, 最近平

均場理論で取扱われているが, tetracriticalpointで按線的に相境界が会合することはな

さそうである5)o oAFの存在を示す実験 として,二次元反強磁性混晶KZMn1-xFe2F4

の中性子回折等による研究があげられる6)｡結果によれば, OAF相-の転移温度,ネ

ール温度が測定されてお り,磁化の方向もr==0.023で¢-Ooから350 ( T-4.4K ),

∫-0.028で ¢-90 0から590 (4.4K)に変化 している｡

異方性混晶におけるスピンの方向分布の問魁は,松原 (良 )･猪苗代,小口 ･石川,

大黒 ･猪苗代 ･桂によって分布関数法を使って調べられている｡さらに,筆者 ら7)によ

って,モンテカルロ法でのシミュレーションでこの混晶系が調べられた｡この方法では,

スピンの方向分布は自然にとり入れ られてお り, OAF相の存在が確認 され,相境界の

形は定性的には平均場理論の結果 と一致するが, OAFの濃度領域は平均場理論 のもの

よりずっとひろがっていることが示 されているoまた,最近 pe(ト x)CoxCβ2･2H20

に対する小林 ･勝又8)の実験があり,中間濃度領域での磁気相が,一般化 されたOAF

相なのか,またはもっと複雑な相なのか,興転がもたれている.このような問題では,

異種原子間の相互作用が,特に重要な役割 をはたしてお り,中間領域の磁気相は,いろ

いろなものが考えられるOたとえば,小口･石川による平均場理論による取扱い9)があるO

この意味でもimpurityspinの磁化方向の磁場依存性の実験結果が興味があり,磁気構造

との関連が今後の一つの問題であろう｡
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(CH3NH3)2Cu(CgXBr卜 x)4混晶のNMR
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(CH3NH3)2CuCβ4, (CH3NH3)2CuBr4 (以下 CICβ, CIBrと略記する)は

共に a- b面内の強いferroのexchangeのため面内で托rroのorderをもつが, 面間の弱

いexchangeのため3次元 orderはCICCがferro,CIBrはantiferroとなる, 2dXY的磁

性体である｡ (CH3NH3 )2Cu(CexBr卜Ⅹ)4混晶系について, 帯磁率 ･比熱の測定

からわかっていることは,以下のとお りである｡

① 0.25S r≦1ではferromagnetic, 0≦ ∬≦0.06ではantiferromagneticにorderす

るようである｡

④ tr～o･1で r xm｡x, Xの温度変化は2次元系に対 して予想される値に近 く, a-

b面内の異方性が非常に小さくなる｡

④ 比熱にはTxmaxで明瞭な異常が観測 されないo

現在われわれは (CH3NH3)2Cu(CexBr1-x)｡におけるCu63･65 を中心にしたN

MRの測定を行なっている｡これまで得られた結果は次のとお りである｡

① cICg(磁場中 ), CIBr(0磁場 )では, Cu63･65のsharpな lineが 100-200

MHzに観測されるが, α-0.1では0磁場で非常にbroadなlineが現われる｡

桓) a-0.1で C軸方向に磁場をかけると, 0磁場のときと比較 してlineはsharpにな

る｡

④ ④の結果と, ∬-0.1のpowderに磁場をかけた場合のスペクトルを比較すると,

o磁場スペクトルにC軸向きスピンからの寄与は殆んど現われていないようである｡
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